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■大雪にも負けない栗っ子。元気いっぱい外遊び！
　【2011.1.18 ／児童センター】

第５次総合計画を改訂 ２

住宅リフォーム助成を実施しては／政策評価の具体的方法は
／市民参加に無作為抽出法の採用を／雇用促進住宅の移転対
策は／荒廃農地の解消策は／日出地域の振興策どう考える

６議員が一般質問

12月定例会

５

議会だより

期日前投票システム改修、ごみ炭化処理施設
の予備運転経費など補正
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　第１１回定例会は、12月 14日から 17 日まで開催されました。審議の結果は、
一般会計他 4 会計の補正予算や栗山町第５次総合計画基本構想の追加及び基
本計画の改訂についてなどが提案され原案どおり可決しました。また、角田保
育所閉所に伴う栗山町立保育所設置条例の一部改正が提案され、産業福祉常任
委員会に付託しました。

第 11回定例会

栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
追
加
及
び
基
本
計
画
を
改
訂

　

平
成
20
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
栗
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
示
し
た
総
合
計
画
が
中
間
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
事
業
の
進
捗

状
況
等
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年
か
ら
26
年
ま
で
の
後
期
基

本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
町
民
参
加
、町
民
ニ
ー

ズ
、
公
共
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
柱
と
し
、
61
事
業
、

22
億
６
５
０
０
万
円
の
新
規
事
業
を
総
合
計
画
に
追
加
し

ま
し
た
。
議
会
で
は
提
案
前
か
ら
行
政
側
と
の
４
回
に
わ

た
る
一
般
会
議
に
よ
り
審
議
を
進
め
、
財
政
面
な
ど
か
ら

分
析
し
、
最
終
的
に
意
見
を
付
し
た
上
で
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

後
期
実
施
計
画
を
議
決

施策区分 追加された新規事業
み ん な が 主 役

のふるさとづくり
・町有施設修繕
・コンビニエンスストアクレジット収納の導入

人と自然にやさしい

ふるさとづくり

・ファーブルの森観察飼育舎改修事業
・雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス拠点活用支援事業
・太陽光発電システム設置補助
・消防ポンプ自動車更新（第１分団）
・消防署広報車更新
・小型動力ポンプ更新
・空気呼吸器本体更新
・高規格救急車更新
・水槽付消防ポンプ自動車更新（第３分団）
・消防救急デジタル無線整備
・消防庁舎ボイラー取替、給湯給水管改修
・第２分団第１部庁舎外壁塗装
・除雪機更新（ホイルローダー）

安心して暮らせる

ふるさとづくり

・地域福祉を担う人づくり
・赤ちゃん誕生記念事業
・ファミリーサポートセンター設置事業
・継立保育所防水改修
・継立保育所外部建具・玄関屋根改修
・継立保育所ボイラー更新
・角田放課後児童クラブ施設整備事業
・水の会（養護老人ホーム泉徳苑）補助金

人 々 が 輝 く

ふるさとづくり

・子ども夢づくり支援事業（中学校机・椅子）
・栗山小学校校舎外壁改修
・角田小学校校舎加湿器取替改修
・介護福祉学校コンピューター等整備事業
・介護福祉学校周辺整備事業
・介護福祉学校多目的教室冷暖房整備事業
・ドライ式３層シンク更新事業他給食センター関連１２事業
・栗山ダムパークゴルフコース拡張事業
・栗山水泳プール設備改修事業
・継立水泳プールボイラー等修繕
・スポーツセンター煙突改修事業

元気で活力ある

ふるさとづくり

・米麦乾燥調製施設増設事業
・エゾシカ農業被害緊急対策事業
・道営桜山地区経営体育成基盤整備事業

快適でやすらぐ

ふるさとづくり

・都市計画施設決定調査業務
・市街地形成（字名改正等）検討事業
・公園長寿命化修繕計画策定
・橋梁長寿命化修繕計画策定
・桜丘鳩山線歩道整備事業
・栗山由仁線改良舗装
・富士本線歩道整備事業
・除雪用重機購入
・町営バス購入
・水道老朽施設更新
・公共下水道事業（雨水管整備）
・公共施設デジタル化事業

　

栗
山
町
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
第
８
条
に

お
い
て
、
総
合
計
画
の
基
本
計
画
ま
で
を
議
決

事
項
に
追
加
し
て
い
る
。
本
計
画
の
推
進
に
あ

６１事業、２２億６５００万円を追加

意見
た
っ
て
は
、
今
後
の
社
会
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
も
、
事
業
の
厳
正
な
精
査
を
含
め
、
つ
ね
に
財
政

の
健
全
運
営
に
努
め
て
い
か
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
町
民
に
過
重
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
自
主
的
で
安
定
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
適
切
な
情
報
公
開
と
十
分
な
住
民
参
加
を
基

本
と
し
て
、
町
民
と
共
有
で
き
る
計
画
の
推
進
を
図
ら
れ

た
い
。
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施策区分 追加された新規事業
み ん な が 主 役

のふるさとづくり
・町有施設修繕
・コンビニエンスストアクレジット収納の導入

人と自然にやさしい

ふるさとづくり

・ファーブルの森観察飼育舎改修事業
・雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス拠点活用支援事業
・太陽光発電システム設置補助
・消防ポンプ自動車更新（第１分団）
・消防署広報車更新
・小型動力ポンプ更新
・空気呼吸器本体更新
・高規格救急車更新
・水槽付消防ポンプ自動車更新（第３分団）
・消防救急デジタル無線整備
・消防庁舎ボイラー取替、給湯給水管改修
・第２分団第１部庁舎外壁塗装
・除雪機更新（ホイルローダー）

安心して暮らせる

ふるさとづくり

・地域福祉を担う人づくり
・赤ちゃん誕生記念事業
・ファミリーサポートセンター設置事業
・継立保育所防水改修
・継立保育所外部建具・玄関屋根改修
・継立保育所ボイラー更新
・角田放課後児童クラブ施設整備事業
・水の会（養護老人ホーム泉徳苑）補助金

人 々 が 輝 く

ふるさとづくり

・子ども夢づくり支援事業（中学校机・椅子）
・栗山小学校校舎外壁改修
・角田小学校校舎加湿器取替改修
・介護福祉学校コンピューター等整備事業
・介護福祉学校周辺整備事業
・介護福祉学校多目的教室冷暖房整備事業
・ドライ式３層シンク更新事業他給食センター関連１２事業
・栗山ダムパークゴルフコース拡張事業
・栗山水泳プール設備改修事業
・継立水泳プールボイラー等修繕
・スポーツセンター煙突改修事業

元気で活力ある

ふるさとづくり

・米麦乾燥調製施設増設事業
・エゾシカ農業被害緊急対策事業
・道営桜山地区経営体育成基盤整備事業

快適でやすらぐ

ふるさとづくり

・都市計画施設決定調査業務
・市街地形成（字名改正等）検討事業
・公園長寿命化修繕計画策定
・橋梁長寿命化修繕計画策定
・桜丘鳩山線歩道整備事業
・栗山由仁線改良舗装
・富士本線歩道整備事業
・除雪用重機購入
・町営バス購入
・水道老朽施設更新
・公共下水道事業（雨水管整備）
・公共施設デジタル化事業



▼
道
立
衛
生
学
院
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書

関
係
省
庁
へ
提
出
し
ま

し
た
。

▼
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安

全
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め

る
意
見
書

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の

一
部
変
更

▼
栗
山
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
一
部
変
更

そ
の
他
議
決
事
項

意
見

提
書

出

平成 22年度一般会計他補正予算

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 △ 1491 万円 80億 4794万円

国 民 健 康 保 険 1351 万円 19億 4211 万円

介 護 福 祉 学 校 15万円 1億 3805万円

介 護 保 険 66万円 12億 8284万円

後 期 高 齢 者 11万円 1億 6824万円

質

疑
Ｑ　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
要
望
等
を
受
け
て
の
改
修
か
。

ま
た
、
本
町
の
期
日
前
投
票
の

状
況
は
。

Ａ　

今
年
度
の
参
議
院
選
挙
か

ら
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
期
日

前
投
票
で
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取

り
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。
入
場
券
を
送
付
後
、

期
日
前
投
票
所
で
宣
誓
書
等
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

宣
誓
書
も
入
場
券
と
一
緒
に
送

付
す
る
シ
ス
テ
ム
に
変
更
す
る

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
１
４
９
１
万
円
を
減
額
し
、

総
額
は
80
億
４
７
９
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
補
正
の
主
な
内

容
は
、
期
日
前
投
票
シ
ス
テ
ム

改
修
、
ご
み
炭
化
処
理
施
設
の

予
備
運
転
費
、
私
立
保
育
所
運

営
費
負
担
金
の
追
加
な
ど
で
す
。

補
　
正

期日前投票システム改修
ごみ炭化処理施設の予備運転経費
私立保育所運営費負担金追加
栗山いちい保育園改築事業費追加
栗山町農業教育振興会補助金
企業立地促進助成補助金

期
日
前
投
票
シ
ス
テ

ム
改
修

４９万円
４２４万円

　　 　１５０３万円
　　５３３万円

１３５万円
１４０万円

補正の
主な内容

こ
と
で
、
投
票
さ
れ
る
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
改
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
で
期

日
前
投
票
を
さ
れ
た
方
は

１
４
５
４
名
。
こ
れ
は
当
日
の

有
権
者
数
１
万
１
４
９
５
名
で

割
り
返
し
ま
す
と
12
・
６
％
と
な

り
ま
す
。
前
回
の
期
日
前
投
票

数
は
１
３
３
１
名
。
年
々
期
日

前
の
投
票
率
が
上
が
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

Ｑ　

４
月
か
ら
本
格
的
稼
動
に

向
け
て
の
実
験
に
使
用
す
る
一

般
ご
み
の
収
集
方
法
は

Ａ　

炭
に
で
き
る
も
の
、
で
き

な
い
も
の
を
目
慣
ら
し
し
、
受

託
業
者
が
熟
知
す
る
上
で
自
ら

作
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、

新
し
い
ゴ
ミ
袋
の
作
成
が
３
月

中
旬
頃
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

ご
み
炭
化
処
理
施
設

の
予
備
運
転
経
費

炭化処理施設現地調査（産業福祉常任委員会１/18）
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か
ら
現
在
、
年
間
業
務
と
し
て

ゴ
ミ
収
集
等
を
委
託
し
て
い
る

業
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
地
方
統
一
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す



条
　
例

人
事
案
件

　
児
童
数
の
減
少
に
伴
う
保
育

環
境
及
び
施
設
運
営
改
善
の
観

点
か
ら
、
角
田
保
育
所
を
閉
所

と
す
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
角
田
保
育
所
は
、

昭
和
51
年
度
に
建
築
。
入
所
児

童
数
は
現
在
、
定
員
45
名
に
対

し
て
、
約
半
数
の
25
名
前
後
。

本
件
に
つ
い
て
は
産
業
福
祉
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重
に

審
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
そ
の
他
ご
み
」
の
分
別
方
法

を
、「
炭
に
で
き
る
ご
み
」
と
「
炭

に
で
き
な
い
ご
み
」
に
細
分
化

す
る
も
の
で
す
。
手
数
料
を
「
炭

に
で
き
る
ご
み
」
は
埋
立
処
理

を
し
な
い
た
め
、
現
在
の
「
資

源
物
」
の
指
定
袋
と
同
額
の
35

リ
ッ
ト
ル
は
１
枚
当
た
り
10
円
、

50
リ
ッ
ト
ル
は
１
枚
当
た
り
16

円
と
し
、「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」

は
埋
立
処
理
を
行
う
こ
と
か
ら
、

従
来
の
「
そ
の
他
」
の
指
定
袋

と
同
額
と
す
る
も
の
で
す
。

ゴ
ミ
最
終
処
分
場
の

延
命
化
を
図
る

　

12
月
19
日
を
以
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
磯
野
武
司
氏
の
後
任

と
し
て
、
月
輪
淳
裕
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

月
輪
淳
裕 

氏

栗
山
町
角
田

教
育
委
員
会
委
員

　

12
月
31
日
を
以
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
丸
山
隆
夫
氏
の
後
任

と
し
て
、
谷
田
進
太
郎
氏
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

谷
田
進
太
郎 

氏

栗
山
町
錦
３
丁
目

監
査
委
員

　

３
月
31
日
を
以
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
黒
河
英
子
氏
の
後
任

と
し
て
、
土
田
清
美
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

土
田
清
美 

氏

栗
山
町
松
風
４
丁
目

人
権
擁
護
委
員

　

12
月
31
日
を
以
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
志
摩
隆
氏
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

志
摩
　
隆 

氏

栗
山
町
継
立

公
平
委
員
会
委
員

角
田
保
育
所
を
閉
所

議　件　名
採
決
結
果

小
寺  

進

蛇
谷
富
士
男

重
山
雅
世

楢
崎
忠
彦

山
本
修
司

置
田
武
司

桂　

一
照

八
木
橋
義
則

伊
達
佐
重

鵜
川
和
彦

本
田  

諭

大
平
逸
男

橋
場
利
勝

栗山町第５次総合計画の一部変更について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成 22 年度栗山町一般会計補正予算（第 8 号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成 22 年度栗山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号 ) 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成 22 年度北海道介護福祉学校特別会計補正予算（第２号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成 22 年度栗山町介護保険特別会計補正予算（第３号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成 22 年度栗山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

栗山町廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部を改正する
条例ついて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

教育委員会委員の任命について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
監査委員の選任について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
栗山町第５次総合計画基本構想の追加及び基本計画の改訂に
ついて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

栗山町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

人権擁護委員の推せんについて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

栗山町立保育所設置条例の一部を改正する条例 継 産業福祉常任委員会に付託

栗山町議会基本条例に基づき、議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう
情報の提供に努めるため、議案などに対する各議員の態度を公表します。

全：賛成全員（可決・採択）　継：閉会中の継続審査　○：賛成　×：反対
※橋場利勝議員は議長のため採決に加わっていません。

賛否の公表

5 -
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町民に代わって行政を問う 一般質問
地
域
活
性

住宅リフォーム助成を実施しては
国や近隣の動向を見ながら検討

議
　
員　

栗
山
商
工
会
議
所
か

ら
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
の
創
設
」
等
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
で

助
成
が
広
が
り
11
月
末
現
在
、

１
７
５
自
治
体
、
道
内
で
も
三

笠
市
、
岩
見
沢
市
、
月
形
町
な

ど
26
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
宮
古
市
で
は
屋
根
の
ペ

ン
キ
塗
り
、
畳
替
え
等
の
幅
広

い
工
事
が
対
象
に
な
り
持
家
所

有
者
の
約
６
分
の
１
が
申
請
し
、

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
工

や
土
木
作
業
員
等
の
常
用
雇
用

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地

域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
本
町

で
も
実
施
し
て
は
。

町
　
長
　
商
工
会
議
所
か
ら
商

工
振
興
施
策
に
関
す
る
要
望
を

受
け
、
そ
の
際
は
、
国
に
よ
る

住
宅
改
修
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
が
町
内
で
も
活
用
さ
れ
て
お

り
制
度
延
長
な
ど
、
経
過
を
み

て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。
23
年

度
も
制
度
が
延
長
す
る
こ
と
に

な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
該
当

す
る
工
事
を
行
う
方
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
や
近
隣
市
町

村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。

児童福祉

多
く
の
町
民
の
意
見
を
伺
い
た
い

継
立
保
育
所
等
民
営
化
計
画
の
撤
回
を

議
　
員　

少
子
化
、
人
口
減
少

が
問
題
の
時
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
に
あ
る
「
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
」
た

め
に
、
民
営
化
で
安
上
が
り
の

人
件
費
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
育
士
は
乳
幼
児
の
発

達
に
か
か
わ
る
専
門
職
で
、
安

定
し
た
雇
用
な
く
し
て
本
来
の

役
割
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。
民
営

化
計
画
を
撤
回
し
、
公
立
保
育

所
の
充
実
、
民
間
の
支
援
も
し
、

全
体
の
保
育
水
準
の
引
き
上
げ

が
行
政
の
役
割
で
は
。
同
時
に

①
栗
山
保
育
所
民
営
化
後
の
人

件
費
を
除
く
財
政
効
果
額
②
角

田
保
育
所
閉
所
に
際
し
て
保
護

者
、
保
育
士
、
地
域
住
民
の
声

の
把
握
③
「
子
ど
も
、
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
も
。

町
　
長
　
移
管
法
人
の
積
極
的

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
保
護
者

と
の
信
頼
関
係
に
つ
い
て
も
構

築
さ
れ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
も
一

定
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

民
営
化
に
は
保
護
者
、
町
民
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

提
案
時
に
は
多
く
の
町
民
の
意

見
を
十
分
に
伺
い
対
応
し
た
い
。

①
平
成
19
年
～
21
年
度
ま
で
の

３
年
間
で
５
千
万
円
で
す
。
②

保
護
者
、
保
育
士
、
地
域
住
民

と
の
そ
れ
ぞ
れ
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
栗
山
い
ち
い
保
育

角田保育所閉所に伴う保護者説明会の様子（角田保育所 9/28）

重山雅世 議員

１月から新制度がスタートした住宅エコポイント

園
の
改
築
に
よ
る
保
育
環
境
の

整
備
、
改
善
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
と

説
明
し
ま
し
た
。
③
国
の
方
向

性
が
不
透
明
で
あ
り
、
今
後
の

情
報
等
を
注
視
し
、
制
度
を
十

分
検
証
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
ま
す
。



政
策
評
価

政策評価委員会で協議
        政策評価の具体的方法は

７-

Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

議
　
員　

町
の
事
業
や
政
策
の

評
価
を
住
民
の
視
点
か
ら
評
価

す
る
外
部
評
価
制
度
の
導
入
に

向
け
、
年
度
内
に
評
価
方
法
を

ま
と
め
、
来
年
度
か
ら
実
施
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

①
政
策
評
価
委
員
は
施
策
評
価
、

事
業
評
価
と
総
合
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
事
業
に
対
し
、

検
証
を
行
う
が
ど
の
よ
う
な
し

く
み
で
評
価
さ
れ
て
い
く
の
か

②
評
価
の
過
程
で
は
担
当
課
は

委
員
会
に
事
業
内
容
に
つ
い
て

直
接
説
明
を
行
う
な
ど
、
事
業

仕
分
け
の
手
法
も
一
部
取
り
入

れ
て
い
く
の
か

町
　
長
　
政
策
評
価
は
、
21
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
10
月
に

は
公
募
１
名
、
推
薦
４
名
に
よ

る
「
栗
山
町
政
策
評
価
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
評
価
の
視
点
や
項
目
、
評
価

シ
ー
ト
等
を
含
め
方
法
は
委
員

会
で
決
め
ま
す
。
②
担
当
課
か

ら
の
内
容
説
明
に
な
り
ま
す
が
、

事
業
仕
分
け
の
取
り
入
れ
は
今

後
、
評
価
委
員
会
の
中
で
協
議

さ
れ
ま
す
。
そ
の
事
業
に
関
係

す
る
町
民
や
団
体
か
ら
話
を
伺

い
、
評
価
委
員
会
と
し
て
の
判

定
を
下
し
て
は
と
い
う
意
見
も

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
度
中
に

は
、
外
部
評
価
制
度
が
構
築
さ

れ
る
予
定
で
す
。

住民自治

全
て
の
町
内
会
が
参
加
予
定

自
治
区
構
想
の
進
捗
状
況
は

自治区防災説明会の様子（松風会館　9/16）

楢崎忠彦 議員

議
　
員　

自
治
区
構
想
は
、
平

成
20
年
度
に
設
立
さ
れ
た
朝
日
・

湯
地
中
央
で
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
２
年
間
経
過
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
以
下
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
各
自
治
区
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
し
て
設
立
さ
れ
、
動
き

出
し
た
が
、
進
捗
状
況

②
当
初
計
画
で
は
14
自
治
区
に

編
成
す
る
方
針
で
し
た
が
、
協

議
会
設
立
の
過
程
で
大
幅
に
変

更
が
あ
っ
た
経
緯

③
世
帯
台
帳
整
備
等
に
つ
い
て

は
統
一
的
な
も
の
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は

④
地
域
支
援
職
員
が
配
置
さ
れ

ま
す
が
、
事
業
展
開
に
ど
こ
ま

で
か
か
わ
る
の
か

町
　
長
　
①
自
治
区
構
想
は
、

現
在
７
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
設
立
さ
れ
２
月
に
ひ
と
つ

が
設
置
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
町
内
会
が
自
治
区
構

想
に
参
加
と
な
り
ま
す
。

②
14
自
治
区
は
行
政
側
か
ら
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
か

か
わ
る
問
題
は
自
ら
考
え
実
践

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

町
内
連
合
会
が
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
市
街
地
８
つ
の
編
成

と
な
り
ま
し
た
。

③
世
帯
状
況
や
要
援
護
者
の
状

況
、
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
は

網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
自
主
性

を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情

に
合
っ
た
も
の
を
作
成
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

④
現
在
、
９
つ
の
協
議
会
に
、

52
名
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
全

町
展
開
し
た
際
は
、
全
職
員
を

配
置
し
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
積
極
的
に
事
業
に
か
か
わ
り

ま
す
。

町の実施する事業を町民の視点で評価してもらうこ
とを目的に設置された政策評価委員会
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町民に代わって行政を問う 一般質問
住
民
参
加

市民参加に無作為抽出法の採用を
先進地を参考に検討

議
　
員　

行
政
の
策
定
過
程
に

お
い
て
、
審
議
会
・
委
員
会
へ

の
市
民
代
表
参
加
や
公
聴
会
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

栗
山
町
で
も
１
０
０
人
委
員

会
や
総
合
計
画
な
ど
の
市
民
参

加
の
シ
ー
ン
が
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
世
の
中
の
す
べ
て
の
シ

ス
テ
ム
が
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
地
方

山本修司 議員

まちづくり全般について町民同士で話し合い、町に対し提言をする 100 人委員会

分
権
の
中
で
行
政
、
議
会
な
ど

の
し
く
み
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
栗
山
に

お
い
て
も
町
民
自
ら
が
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
と
し
て
、
ま
ち
の

あ
り
方
や
し
く
み
な
ど
を
決
め

て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
住
民
参
加
に
お
い

て
、
多
様
な
一
般
市
民
の
参
加

を
得
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
、

そ
の
た
め
に
も
直
接
型
住
民
参

加
の
手
法
と
し
て
無
作
為
抽
出

法
を
採
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
参
加
手
続
き
の

公
正
さ
、
高
い
代
表
性
を
得
る

た
め
に
は
有
効
な
手
段
と
思
え

ま
す
。

町
　
長
　 

本
格
的
な
地
方
分
権

時
代
の
到
来
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
経
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
が
主
体
性
を
発
揮
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
は
自

ら
の
判
断
に
よ
る
行
動
と
責
任

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
ど
も
行
政
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
経
営
に
、

よ
り
積
極
的
に
参
画
で
き
る
仕

組
み
の
拡
充
と
町
民
参
加
手
法

の
さ
ら
な
る
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
き

め
細
や
か
な
「
町
民
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」
や
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
」
な
ど
を
実
施
し
、

近
年
で
は
、「
自
治
区
構
想
」
や

「
１
０
０
人
委
員
会
」
さ
ら
に
は
、

各
委
員
会
へ
の
町
民
参
加
な
ど
、

町
民
皆
さ
ん
の
町
政
参
加
機
会

の
拡
充
と
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
直
接
型
住
民
参
加
手
法
と
し

議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せてい
ます。会議の内容は、会議録に詳細に記録されています。議会ホームページまたは議会図
書室でご覧いただけます。

質問は要約されています

て
無
作
為
抽
出
方
法
の
採
用
」

に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
も
あ

り
、
そ
の
内
容
や
成
果
を
確
認

し
な
が
ら
、
本
町
に
合
致
す
る

手
法
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
町
政

参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け

て
、
来
年
４
月
に
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
「（
仮
称
）
自
治
基

本
条
例
町
民
会
議
」
の
中
で
、

町
民
の
視
点
か
ら
も
、
し
っ
か

り
と
論
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。



雇
用
促
進

広い範囲での有効利用を検討
        雇用促進住宅の移転対策は

９-

Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

議
　
員　

錦
３
丁
目
の
雇
用
促

進
住
宅
の
１
号
棟
と
２
号
棟
に

は
21
戸
が
居
住
し
て
い
ま
す
。

所
管
す
る
独
立
法
人
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
北
海
道
セ
ン
タ
ー

で
は
、
老
朽
化
等
を
理
由
に
し

て
早
急
に
住
民
に
退
去
を
求
め

て
い
る
が
、
移
転
が
は
か
ど
っ

て
い
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由

と
し
て
①
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が

年
金
生
活
者
で
あ
る
、
②
現
在

の
家
賃
は
低
料
金
の
も
の
だ
が
、

町
内
の
民
間
ア
パ
ー
ト
等
の
賃

借
料
は
４
万
円
以
上
の
高
額
で

あ
る
、
な
ど
の
隘あ

い
ろ路

が
あ
っ
て

移
転
に
踏
み
切
れ
な
い
の
で
あ

る
。

　

こ
の
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
住
民
は
安
い
賃
借
料

の
住
宅
を
求
め
て
町
外
へ
転
出

す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
が

栗
山
町
の
人
口
減
に
つ
な
が
る

こ
と
に
直
結
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
①
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
空
い
て
い
る
教
職
員
住
宅
を

ふ
り
む
け
る
の
は
ど
う
か
。

③
さ
ら
に
不
足
分
は
公
営
住
宅

を
充
当
す
る
の
は
ど
う
か
。

④
民
間
資
金
活
用
事
業
（
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
）
に
よ
る
公
営
住
宅
を

建
設
す
る
案
を
持
っ
て
い
る
か
。

町
　
長
　
①
本
町
に
は
、
栗
山

宿
舎
80
戸
、
新
角
田
宿
舎
80
戸

の
雇
用
促
進
住
宅
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
か
ら
平
成
22
年
11
月
ま
で
の

退
去
要
請
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
雇
用
情
勢

悪
化
を
受
け
、
国
は
「
少
な
く

と
も
３
年
間
」
は
入
居
者
の
退

去
促
進
は
延
期
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
現
在
の
入
居
状
況
は
、

栗
山
宿
舎
が
21
戸
、
新
角
田
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
方
が
退
去

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
栗
山
町
の
教
職
員
住
宅
は
、

全
部
で
34
戸
あ
り
ま
す
が
、
湯

地
に
５
戸
、
継
立
に
４
戸
の
空

き
が
あ
り
ま
す
。

　

建
築
年
数
や
近
年
の
教
職
員

の
人
事
異
動
に
伴
う
入
居
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
教
育
財

産
か
ら
普
通
財
産
へ
の
移
管
も

含
め
て
、
よ
り
広
い
範
囲
で
の

有
効
利
用
が
可
能
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

③
一
般
町
民
の
公
営
住
宅
の
申

し
込
み
希
望
も
多
く
、
希
望
す

る
公
営
住
宅
に
よ
っ
て
は
抽
選

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、

全
て
の
方
が
す
ぐ
に
入
居
で
き

伊達佐重 議員

雇用促進住宅の問題はまち全体の住宅政策としての位置づけが必要
（錦３丁目　雇用促進住宅）

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
状
で
は
、
雇
用
促
進
住

宅
の
入
居
者
も
一
般
申
込
者
と

同
じ
扱
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

④
数
年
前
に
検
討
を
し
ま
し
た

が
、
資
金
回
収
の
た
め
の
家
賃

設
定
が
高
く
、
都
市
部
の
ア
パ
ー

ト
と
同
等
の
家
賃
に
な
る
た
め

困
難
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

本会議はライブ中継と再放送をしています
インターネットを利用できる機器があれば何処からでもご覧いただけます。インターネッ
ト以外にも役場正面ロビー、農村環境改善センター、南部公民館、カルチャープラザ Eki
に設置の大型テレビでも見ることができます。
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町民に代わって行政を問う 一般質問
農
地
対
策

荒廃農地の解消策は
農業委員が個々に直接指導

議
　
員　

栗
山
町
に
お
い
て
も

少
子
高
齢
化
の
中
で
農
業
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
目
に
付
く
の
は
荒
廃
農
地
が

散
見
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

国
で
は
、
中
山
間
直
接
支
払

い
制
度
や
農
地
・
水
環
境
保
全

対
策
事
業
交
付
金
な
ど
の
制
度

を
活
用
し
た
荒
廃
農
地
解
消
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
な
か
な

か
改
善
さ
れ
な
い
の
が
実
態
で

す
。
本
町
で
は
、
農
業
委
員
会

が
荒
廃
農
地
解
消
に
向
け
荒
廃

地
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
対
策

を
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
実
態
と
現
在
行
な
わ

れ
て
い
る
対
策
に
つ
い
て
具
体

的
に
。

農
業
委
員
会
会
長　

遊
休
農
地

を
所
有
す
る
農
業
者
の
方
に
対

し
て
、
そ
の
地
区
を
担
当
す
る

農
業
委
員
が
、
個
々
に
直
接
指

導
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
方
自
ら
が
き
ち
ん

と
耕
作
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

基
本
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、

農
業
者
の
実
情
も
把
握
し
、
耕

作
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
よ

う
な
案
件
に
対
し
て
は
、
地
域

の
担
い
手
へ
賃
貸
借
の
結
び
つ

け
も
進
め
ま
す
。

　

今
後
と
も
農
業
委
員
会
の
重

要
な
責
務
と
し
て
解
消
に
向
け

務
め
ま
す
。

被害対策

エ
ゾ
シ
カ
進
入
防
止
フ
ェ
ン
ス
設
置

有
害
鳥
獣
を
防
ぐ
対
策
は

議
　
員　

今
や
、
全
国
的
に
有

害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
本
道
で
は
、
エ

ゾ
シ
カ
の
生
息
数
が
64
万
頭
、

農
業
被
害
額
は
50
億
円
を
超
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
於
い
て
も
近
年
急
速

に
生
息
数
が
増
え
て
い
る
中
で
、

今
日
ま
で
に
電
気
牧
柵
の
設
置
、

ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
駆
除
な
ど
対

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
効
果
が
見
ら
れ
ず
、
被
害
が

ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。　

　

そ
こ
で
、
本
町
で
は
そ
の
対

策
と
し
て
、
平
成
23
年
度
に
エ

ゾ
シ
カ
農
業
被
害
緊
急
対
策
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
内
容
に
つ
い
て
。

町
　
長
　
事
業
計
画
の
概
要
は
、

エ
ゾ
シ
カ
進
入
防
止
対
策
と
し

て
、
夕
張
山
系
側
の
山
林
と
農

耕
地
の
間
に
高
さ
２
・
５
ｍ
の

フ
ェ
ン
ス
を
張
り
巡
ら
せ
農
地

を
守
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
一
年
間
に
21
％
増
え

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
５
年
放

置
す
る
と
２
・
６
倍
、
10
年
で

は
６
・
７
倍
に
増
え
る
試
算
と

な
り
、
個
体
数
調
整
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
囲
い
罠
を
設

け
て
一
斉
捕
獲
を
行
う
計
画
で

エゾシカの更なる被害防止と有効活用が期待される。

大平逸男 議員

荒廃農地は病害虫や有害鳥獣の生息地、また、
ごみなどの不法投棄の温床となる問題もある

す
。

　

さ
ら
に
、
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ

カ
を
地
域
資
源
と
し
て
有
効
活

用
す
る
た
め
の
食
肉
加
工
処
理

施
設
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。



人
口
減
少

自治区構想を推進していきたい
        日出地域の振興策どう考える

11-
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議
　
員　

人
口
減
少
社
会
の
到

来
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
る
現
実
社
会

の
中
で
、
本
町
も
ま
さ
し
く
人

口
減
少
の
影
響
を
受
け
、
地
域

単
位
で
の
問
題
解
決
や
支
え
合

い
の
取
り
組
み
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
特
に
本
町
の

日
出
地
区
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
世
帯
が
多
く
、
空
き
家
が
増

加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
年
の
議
会
報
告
会
で
も
、
地

域
住
民
か
ら
、
今
後
の
生
活
な

ど
に
強
い
不
安
等
の
発
言
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
現
状

に
対
し
て
、
こ
の
地
域
の
振
興

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
限
界

集
落
に
対
す
る
政
策
的
手
段
を
。

町
　
長
　
平
成
20
年
に
「
自
治

区
構
想
」
を
提
唱
し
、
全
町
的

な
展
開
を
目
指
し
て
来
た
が
、

日
出
地
域
及
び
農
村
地
域
で
の

自
治
区
設
置
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
引
き
続
き
推

進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
現

在
の
財
政
状
況
の
中
で
は
、
日

出
地
域
な
ど
に
特
化
し
た
政
策

投
資
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
自
治
区
構
想
の
推
進
に

移住促進

民
間
不
動
産
業
者
と
連
携

今
後
の
移
住
促
進
対
策
は

エコビレッジ湯地の丘に建設されたモデルハウスの完成
内覧会（7/10）

置田武司 議員

議
　
員　

平
成
20
年
秋
に
、
栗

山
独
自
の
「
環
境
づ
く
り
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
、
分
譲

が
始
ま
り
工
事
が
経
過
し
て
い

ま
す
。

　

道
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
反
響
も
よ
く
、
町
民

も
関
係
者
も
順
調
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
、
居
住
宅
が

３
軒
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
が
２
軒
と

い
う
現
状
で
す
。
次
の
２
点
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
を
。

①
本
年
度
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
た
中
で
の
成
果
は

②
今
後
の
移
住
、
定
住
対
策
の

促
進
に
つ
い
て

町
　
長
　
①
21
年
度
が
３
軒
、

22
年
度
は
２
軒
で
す
。
さ
ら
に

分
譲
地
内
の
商
用
地
に
つ
い
て

は
、
有
限
会
社
「
住
嘉
」
に
よ

る
コ
テ
ー
ジ
建
設
の
契
約
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

②
年
々
利
用
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
に
お
い
て
も
、

す
で
に
全
国
か
ら
46
名
の
申
し

込
み
が
あ
り
「
く
り
や
ま
移
住

促
進
協
議
会
」
の
事
業
を
通
じ

て
一
層
の
移
住
促
進
を
図
る
と

共
に
、
分
譲
地
販
売
に
あ
た
っ

て
は
、
民
間
不
動
産
業
者
と
の

連
携
を
新
た
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
．

議会報告会においてもさまざまな意見が出された
（日出生活館 2/9）

Ｑ　

香
川
県
の
小
学
校
で
始

ま
っ
た
食
育
実
践
「
弁
当
の

日
」
を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

Ａ　

遠
足
、
社
会
見
学
等
、
弁

当
持
参
の
日
が
年
間
複
数
回
あ

り
ま
す
の
で
そ
れ
を
手
始
め
と

し
て
検
討
し
ま
す
。

こ
う
い
う
質
問

も
し
ま
し
た
！

よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
・
強
化
を

図
る
と
共
に
、

町
営
バ
ス
の
運

行
継
続
に
よ
る

足
の
確
保
、
き

め
細
や
か
な
除

排
雪
の
実
施
な

ど
、
地
域
住
民

の
生
活
に
密
接

に
関
連
す
る
施

策
を
中
心
に
実

施
し
て
い
き
た

い
。
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穏
や
か
な
年
明
け
の
三
が
日

で
し
た
が
、
そ
の
後
は
連
日
の

大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受

け
た
鈴
木
章
北
大
名
誉
教
授
は

「
今
の
若
者
に
伝
え
た
い
こ
と
」

と
問
わ
れ
、「
希
望
や
理
想
は
、

決
し
て
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
て

見
つ
け
出
し
て
い
く
も
の
な
の

で
す
。」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
本
町
で
は
、
１
３
９

人
の
方
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し

た
。
全
国
の
新
成
人
の
数
は
４

年
連
続
で
過
去
最
小
の
記
録
を

更
新
し
て
お
り
、
一
方
で
は
急

速
に
進
む
高
齢
化
社
会
と
、
問

題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
、
発
覚
し
た
「
消

え
た
高
齢
者
」
事
件
は
「
無
縁

社
会
」
を
象
徴
す
る
出
来
事
で

あ
り
、
世
代
を
問
わ
ず
、
新
た

な
問
題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
急
進
、
結
婚

観
や
家
族
形
態
、
経
済
環
境
の

変
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

孤
立
し
て
い
く
人
を
防
い
で

い
く
た
め
に
も
行
政
、
地
域
、

住
民
の
連
携
に
よ
る
共
に
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
が
「
無
縁

社
会
」
を
解
消
し
て
い
く
処
方

箋
に
な
る
の
で
は
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

楢
崎　

忠
彦

副
委
員
長　

大
平　

逸
男

委　
　

員　

蛇
谷
富
士
男

委　
　

員　

置
田　

武
司

委　
　

員　

桂　
　

一
照

委　
　

員　

鵜
川　

和
彦

編
集
後
記

「監査委員退任にあたり」
丸山　隆夫さん（中央２丁目）

　まさに行財政改革の真っ只中、平成１５年１月１日付けで任命
を受けてから８年間、監査業務に取り組んでまいりました。任命
まもなく合併についての論議が本格的に始まり、今の結論に至っ
たことは記憶に新しいところです。
　その間、議員定数削減や役場職員数削減、指定管理者制度導入、
公共施設の民営化など経費削減のために多くの案件が取り上げら
れ実施されるのを見てまいりました。
　近年、お隣の夕張市が財政破たんしてからは、特に自分の町の
抱える借金や、各市町村の健全化判断比率などの数値が公に発表
されることによって、多くの町民が行財政について関心が高まっ
てきていることは結果的に非常に良かったのかと思います。
　お互いが支えあってこそ地方のまちは機能していることは言う
までもありません。栗山町も大事な税などの徴収方法は時代に即
して少しずつ変わってきていますが、経済環境が厳しい中、今後
とも支払いしやすい環境づくりと滞納対策は行政に課せられた永
遠のテーマです。
　何事にも積極的で心優しい多くの栗山町民は、何よりまちにとっ
て大事な宝であり、数字として表せませんが優良な資産です。
　多くの町民が「ふるさとは栗山です」と胸を張って言える活力
あるすばらしいまちが実現できますことを心より祈念いたしてお
ります。

◎議会の予定は変更になる場合
があります。傍聴される場合は
議会事務局にお尋ねください。

２月４日（金）空知町村議会議長
会定期総会（北竜町）

７日（月）産業福祉常任委員会
８日（火）議会運営委員会視察

（白老町）
議員研修会（会議室）

15日（火）視察対応（３団体）
16日（水）産業福祉常任委員会

意見交換会
（角田農業改善センター）

議会定例会

９日（水）

角田保育所閉所について意見交
換会を開催

お知らせ

３月１日（火）～

行政側から角田保育所の閉所につい
て提案を受け、議会では産業福祉常
任委員会において付託審査中です。
今後の審議に反映させるため町民の
皆さんとの意見交換会を開催しま
す。是非ご参加ください。

■日時　

２月１６日（水）　午後６時３０分

■場所

角田農村環境改善センター研修室Ｂ

■問い合わせ

栗山町議会事務局　72-1111


